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鉄道総研ニュース

国際会議から マルチボディダイナミクスに関する国際会議
（ECCOMAS Multibody Dynamics Conference 2019）

真木　康隆
車両構造技術研究部
走り装置研究室
主任研究員（上級）

　本会議は，欧州の産学官の研究者間でのマルチボディダ
イナミクスに関する最新の手法や研究成果を共有する場を
提供することを目的として，2003年にリスボンで第1回
会議が開催されました。今回は9回目にあたり，歴史的に
交通・物流拠点として重要な役割を担ったドイツの工業都
市デュイスブルグで開催されました。
　会議は4日間に渡り開催され，車両のダイナミクスと航
空宇宙デバイスでの応用，バイオメカニクスなど，マルチ
ボディダイナミクスに関する8つのセッションに分かれて
発表と議論が交わされました。参加者の大半は欧米からの
参加者が占め，165件の口頭発表のうち，日本からの発
表は筆者を含めて4件でした。発表は学術的なアプローチ
によるモデル解析やモデリング手法の研究成果などが紹介
されていました。

　筆者は車輪踏面の損傷が輪軸挙動に与える影響につい
て，数値シミュレーションによる解析結果を発表し，車輪
回転にともなう損傷形状変化の影響について質疑応答があ
りました。
　テクニカルビジットでは，世界遺産にも登録された炭鉱
施設跡を見学し，当時のドイツの石炭採掘から貨車輸送に
至るまでの生産技術力の高さを垣間見ることができました。
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